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年 8 月に、欧米や中国からの映画の増加にともなって、 「脱日本化」としづ施政原則に従い、日本映画は全面的に禁
止となった。これ以降は、映画館で日本映画を上映することや映画に日本語字幕をつけることは禁止された。
1947 年の戒厳令実施以降は、日本による植民地支配の歴史に由来する「国民感情」及び台日国交断絶を主たる理
由として、日本ポピュラ一文化の輸入・流通に対する規制政策が 1994 年 10 月まで継続されてきた。
歴史的な文脈とともに、近年の台湾におけるメディア状況についても述べておく必要があるだろう。従来、地上波








































送、さらに VCD によるいわゆる「海賊版J の文化商品拡大の動きなど、メディア環境の変化が、日本文化受容にと
って大きな役割を果たしたこともまた、詳細な考察によって明らかにされている。その結果、現在、台湾においては、
マンガやアニメ、テレビドラマの広範な受容や、日本風の生活慣習の模倣、さらに日本語ブームなどが大きく広がり
つつある。本論文は、豊富な現地調査により、さまざまな資料を整理することで、こうした台湾の日本文化受容を多
面的に明らかにしている。
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その上で、本論文は、台湾で人気になったいくつかの日本のドラマを遡上にあげ、その内容を、主にジョン・フイ
スクの理論に依拠しつつ、これを台湾型のモデ、ルへと読み替え、分析を加えることで、台湾における日本のポピュラ
ーカルチャー受容の構造を明らかにしている。
以上、多方面から、台湾における日本文化、特にポピュラーカルチャー受容の全体像が、その背景に存在する文化
的、政治的、経済的要因とともに明らかにされている。
本論文は、こうした台湾における日本文化受容の考察に、多面的かっ深い分析を加えたものであり、博士(人間科
学)の授与にふさわしいものと判定した。
